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1. 総論 
本文書は、国立大学法人北海道大学が開発した高校生を対象とする国語科のモニター調査について、採点所感を

まとめたものである。 

今回のモニター調査は、以下の構成で行われた。 

 

冊子 1（評・小） 

・第 1 問：語彙 

・第 2 問：評論「あなたへ 往復書簡」 

・第 3 問：小説「キリコさんの失敗」 

冊子 2（小・評） 

・第 1 問：語彙 

・第 2 問：小説「或日の大石内蔵助」 

・第 3 問：評論「聞くこととしての歴史」 

冊子 3（評・評） 

・第 1 問：語彙 

・第 2 問：評論「あなたへ 往復書簡」 

・第 3 問：評論「聞くこととしての歴史」 

冊子 4（小・小） 

・第 1 問：語彙 

・第 2 問：小説「或日の大石内蔵助」 

・第 3 問：小説「キリコさんの失敗」 

 

このうち、第 1 問（語彙）はすべての冊子に共通するものであり、マークシート形式によって行われた。これ以外の問

題については、人手による採点を実施した。また、「聞くこととしての歴史」と「キリコさんの失敗」に関しては東北大学の

学部入試過去問をもとにしたものであり、「あなたへ 往復書簡」と「或日の大石内蔵助」は、今回の調査のために新規

に作成されたものである。 

 

1.1 今回の生徒の状況を踏まえた全般的な難易度 

今回のモニター調査の問題は、受験した生徒のレベルからするとかなり難しかったようである。人手による採点を実

施した 4 大問すべてについて、平均得点率（平均得点／配点）が 1 割台以下の小問が含まれていた。また、「キリコさ

んの失敗」を除き、記述式の小問の平均得点率がのきなみ 5 割未満であった。このようなことを踏まえると、今回の問題

は、極めて高いレベルの生徒を見出すことはできるものの、そうでない生徒の能力の高低を差異化しにくいものとなっ

ている。なぜそうなるかと言えば、能力が低い生徒も能力が中ぐらいの生徒も、等しく今回の問題に得点することができ

ないため、低い生徒と中ぐらいの生徒の間に得点の差が出なくなるためである。 

もし、いわゆる旧帝国大学なみの受験難易度の高い大学において、優秀な生徒のみを選抜するために使うのであっ

たとしたら、今回のように難易度が高い問題であったとしても差し支えはないだろう。しかし、もし中ぐらいの生徒をも見

出す目的で用いたいのであれば、今回の問題は難易度が高すぎた可能性がある。 

 

1.2 従来型と新傾向型の解答状況の比較 

次に、東北大学の学部入試過去問をもとにした 2 大問（「聞くこととしての歴史」と「キリコさんの失敗」、以下「従来型」）
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と、今回新規に作成された 2 大問（「あなたへ 往復書簡」と「或日の大石内蔵助」、以下「新傾向型」）の解答状況につ

いて比較を行う。 

全般的に言えば、従来型の問題の方が新傾向型の問題に比べて、生徒はよく解けていた。実際、従来型の問題の

方が平均得点率が高い傾向にある。 

また、生徒の実際の解答例を見ると、従来型の問題について、生徒はどう書けば良いかという形式をある程度認識し

ていた。そして、たとえ得点が得られなかったとしても、問題が要求することから大きく外れた記述はあまり見受けられな

かった。これに対して、新傾向型の問題については、どのように書けば良いかわからなかったのか、問題が要求するこ

とにうまく向き合うことができず、明後日の方向の記述をしてしまう例がまま見られた。 

 

1.2.1 評論２題（東北大過去問「聞くこととしての歴史」、北大作成「あなたへ 往復書簡」）の解答状況の比較 

評論の 2 題はいずれも生徒にとっては太刀打ちするのが難しかったようである。そもそも扱われている内容が、生徒

にとって身近でなかったためか、文章の主旨を捉えることができずにうまく解答できなくなった可能性がある。 

ただし、どちらかといえば、「あなたへ 往復書簡」の方が主旨を捉えるのが難しかったようである。こうなった理由とし

ては、この文章が 2 人の作者によって書かれたことが挙げられる。2 人に書かれていることにより、構造が理解しにくか

った可能性がある。さらに「あなたへ 往復書簡」では、本文の内容を踏まえた上でさらに発展的なことを記すことが求め

られる問題（問 4 や問 1）があり、本文の内容を十分に踏まえることができないままに発展が求められるという点が生徒に

とって困難であったと思われる。 

以下、「聞くこととしての歴史」について生徒の解答状況を紹介する（なお、「あなたへ 往復書簡」については、2.1 節

において詳述する）。 

l 問 1 の 5 つの漢字の問題は、解けた生徒の多い順で言うと、(2) > (4) > (5) > (3) > (1) という傾向が見

られた。 (1)の「継起」が書けている生徒はほぼ皆無であった。また、(3) 「溶鉱炉」が書けている生徒

も少数派であった。この問いについては「要航路」など「〇〇路」という答えを書く生徒が多かった。 

(4) については「普段」とする誤りが散見された。(5)は「活気的」「画企的」という誤答が多く見られた。 

l 問 2 については、正答の条件の「実際の出来事」を「（観察）対象」とする誤りが多く見られた。 

l 問 3 については、文脈を正確に理解したうえで、きちんと設問に解答できている解答は皆無であった。

特に多かった誤答としては、設問が「現在の状況」を問うているにも関わらず、「一切の諸論争と諸紛

争が静けさに立ち返る」や「過去の経緯をめぐる諸々の「歴史観」の形成に先立って、これらの歴史観

がよって立つ脚下の場所が、そこに開かれる」などの「聞くこととしての歴史」がもたらすであろう内容を

記述しているものである。 

l 問 4 については、そもそも要求されている 2 つの要素を書くことが困難そうであった。「解釈以前の事

実そのものと向き合う」という正答の条件については、そもそも本文における「史料／出来事／事実」と

「歴史」とを混同している生徒が大多数であり、うまく得点に結びつかなかった。また、「新たな歴史の

獲得」という正答の条件に言及している解答はほとんど存在しなかった。 

l 問 5 については、自説に対する異論の提出と再反論というプロセスをうまく理解できていない解答が多

かった。また、単純に「疑義」という言葉の意味・用法が理解できていない解答も多く存在した。 

 

1.2.2 小説２題（東北大過去問「キリコさんの失敗」、北大作成「或日の大石内蔵助」）の解答状況の比較 

小説の 2 題を比較すると、「或日の大石内蔵助」はほとんどの生徒が太刀打ちできなかったのに対し、「キリコさんの

失敗」は比較的うまく解けていた。 

いずれの問題についても、物語の中での比喩、登場人物の関係について十分に理解することができずに、正答でき
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なかった傾向があるように見受けられた。例えば、「或日の大石内蔵助」では「影法師」が表面的に何を示していること

はわかっても物語でどのような働きをしているかは理解できていないように見受けられた解答が少なくなかった。また「キ

リコさんの失敗」でも同様にキリコさんの口紅の働きを理解できていないように見受けられた解答が少なくなかった。 

このような傾向が両方の問題に共通しているにもかかわらず、「或日の大石内蔵助」が難しかった要因としては、(i) 

言葉遣いが古いこと、(ii) 分量に対して登場人物が多く、かつ呼称も変化すること、(iii) 忠臣蔵の話が高校生にとって

親近感があるものではなかったことが挙げられると考えられる。これに対して、「キリコさんの失敗」は、高校生にとっては

親しみやすく、比較的対処しやすかったためであると思われる。 

以下、「キリコさんの失敗」について生徒の解答状況を紹介する（なお、「或日の大石内蔵助」については、2.2 節に

おいて詳述する）。 

l 問 1 はおおむね問題なく解けていた。誤答としては「万年筆を手にすることで」のように「書く」という行

為に触れられていないものがあった。 

l 問 2 については、「意味のある文字（言葉）を書く（授ける）」のように、「わたしが『形ないものを言葉に

する』という行為によって『世界に（形と）意味を与える』」という文意を理解していないであろう解答が散

見された。 

l 問 3 については、「（キリコさんだけが）私の作業を尊重してくれた」というように、《書き物》に言及できて

いない解答が散見された。 

l 問 4 については、「私を文字の世界に連れ戻す」という正答の条件を完全に満たさずに、「万年筆を直

してくれた／インクを入れ替えてくれた」のような具体的な行動にのみ言及するにとどまる生徒が大部

分であった。また、誤答としては、「唇（口紅）が輝いて見えた」のように問題文の言い換えにすぎない

解答、「キリコさんが得意げだった」のように私の印象に言及していない解答、「救世主／ヒーローのよ

うに思った」のように比喩を用いるのみで具体性に欠ける解答が散見された。 

l 問 5 については、字数が 80 字と少ない上に求める要素が多いため、全ての要素を満たすことは非常

に難しかったようである。 

 

  



 

 5 

2. 各論 
以下では、今回の調査のために新規に作成された問題（「あなたへ 往復書簡」と「或日の大石内蔵助」）それぞれに

ついて、採点基準を提示した後に、生徒の解答を踏まえ、誤答の事例や設問・採点基準の問題点・改善提案を挙げる。 

 

2.1 あなたへ 往復書簡 

2.1.1 今回の採点で使用した採点基準 

「あなたへ 往復書簡」の配点は以下の通りである。 

問 1 10 点 

問 2  4 点 

問 3  8 点 

問 4(1)(2)  6 点 

問 4(3)  12 点 

合計 40 点 

 

以上の問題のうち、記述式問題の採点で使用した採点基準を以下に引用する。なお、問 2 は選択式問題であるた

め、この基準には含めていない。 

 

問１ 「話を盛る」姿勢と柳田の姿勢（計 10 点） 

「話を盛る」姿勢と柳田の姿勢を対比して述べる必要がある。「話を盛る」姿勢に関して触れる際に、これを「若者」の

姿勢と書いても良い。 

 

正答の条件 

a 「話を盛る」姿勢に関して、「事実を誇張して語る」「大げさに話す」

など「話を盛る」の語意を説明している。 

＋３点 

b 条件 a に関する記述で、「話を盛る」の語意として「嘘をつく」という

ことに触れていない。 

▼１点 

c 「話を盛る」姿勢に関して、「聞き手に対して」または「場の中で」と

いう状況、あるいは「注目を集めるため」という目的のいずれかを指摘

している。 

＋２点 

d 柳田の姿勢に関して、「感じたことも含めて書く」という点について

触れている。 

＋３点 

e 条件 d を満たした上で、柳田の姿勢として、柳田自身の内心の欲

求に忠実な点について触れている。 

＋２点 

f 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 b、 f については、満たされていないときに減点する。 

 

正答の条件ａ、ｂ「話を盛る」の語意 

「嘘をつく」という要素を含めてきた場合、１点減点になる。 

○ あえて話を誇張する 
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○ 事実を大げさに表現する 

△ 事実を誇張することで嘘をつき（ａは満たしているが、ｂを満たしていないために減点） 

△ 話を膨らませて、ほらをふく（ａは満たしているが、ｂを満たしていないために減点。このように誇張

と嘘をつくことが並列の関係であっても減点対象となる） 

× 話を盛り上げる 

 

正答の条件ｃ「話を盛る」の状況または目的 

○ 相手の反応を期待して 

○ 周りの反応を得るために 

○ 相手に強い印象を与えようとする 

○ 聴き手の興味を引く 

 

正答の条件ｄ「感じたことを含めて書く」 

「感じたことを含めて書く」とは、聞いたことだけでなく感じたことも合わせて書くという意味である。よって、明示的にせ

よ暗示的にせよ、聞いたことに触れる必要がある。 

 

○ 感じたことを含めて書く〔「含めて」で、聞くことを暗示〕 

○ 感じたことも書く〔「も」で、聞くことを暗示〕 

○ 聞いたことに加えて、感じたことを書く 

× 感じたことを書く 

× 感じたことなどを書く 

× 感じたことだけを書く 

 

正答の条件ｅ 柳田自身の内心の欲求に忠実であること 

○ 自分の感じたことに忠実 

○ 自分の感じたことをより正確に書くために 

× 偽りなく伝えるために〔内心の欲求というよりは客観的な何かを記してしまっている〕 

 

問 3 「聞き書き」について共通する考え方（計 8 点） 

正答の条件 

a 権威主義的な事実が存在することを踏まえて、それを避けて書くこ

とについて触れている。 

最大＋４点 

b 聞くことと感じることが密接に結びついていることを踏まえて、感じ

たことを含めて書くことについて触れている。 

最大＋４点 

c 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件ａ、ｂは、聞き書きをする人の視点からの主体的な行動（書くこと）に触れられれば、４点。 

そこまで触れられずに単に一般的にそのような考え方が存在すると述べるのみならば、２点 

※ 条件 c については、満たされていないときに減点する。 
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正答の条件ａ 権威主義的な事実が存在することを踏まえて、それを避けて書く 

権威主義的な事実が存在することに触れられていれば２点を与える。さらに、権威主義的な事実を避けて書くという

聞き書きをする人の視点からの主体的な行動まで踏み込むことができれば４点を与える。 

○ 権威主義的な事実から距離を取り 

○ 権威主義的な事実にこだわらず 

○ 権威主義的な事実から逃れる方法で 

○ 権威主義的な事実を書くことではなく 

△ （聞くことと感じることが密接に結びついていることが）権威主義的な事実の観点から軽視されて

いる 

△ 事実性の観点から（感じるという側面を）軽視されている 

△ 権威主義的な事実から遠い 

△ 権威主義的な事実から離れている 

〔「距離を取り」と違って、聞き書きをする人の視点からの主体的な行動が見られない。ただし、

「権威主義的な事実から離れている形で書く」というように主体的な行動まで踏み込めれば４点と

なる〕 

× 権威主義的な事実だけが書かれているわけではない 

 

正答の条件ｂ 聞くことと感じることが密接に結びついていることを踏まえて、感じたことを含めて書く 

聞くことと感じることが密接に結びついていることに触れられていれば２点を与える。さらに、このことを踏まえて、「感

じたことを含めて書く」という聞き書きをする人の視点からの主体的な行動まで踏み込むことができれば４点を与える（こ

の場合、「聞くことと感じることが密接に結びついていること」を明示的に記す必要はない。単に「感じたことを含めて書く」

と書いているだけで４点を与える）。 

○ 感じたことを軽視せずに書き進める 

○ 聞いて感じたことも書く 

○ 感じたことが反映される 

〔「文章に感じたことが反映されるように書く」と解釈する〕 

○ 聞くことと感じることを密接に結びつけて書く 

○ 聞くことと感じることを分かたずに書く 

△ 聞くことと感じることが密接に結びついている 

△ 聞くことと感じることは分かつことができない 

× 聞きたいことを聞き、感じたいことを感じる 

〔聞くことと感じることの結びつきも、感じたことを含めて書くということも言えていない〕 

 

なお、「感じたことを含めて書く」と記す場合の判断基準は基本的に問１の正答の条件ｄと同じであるが、「感じたこと

を書く」も許容される点が異なる。 

○ 感じたことを含めて書く 

○ 感じたことも書く 

○ 感じたことを書く 

× 感じたことだけを書く 
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問 4(1) (2) 詳しく調べて見たいこと・書籍名（計 6 点） 

この２小問は合わせて１問とみなして採点し、問 4(1)の上に点数を記入するようにする。なお、(1)と(2)のそれぞれで

誤字があったとしても、減点は１点にとどめる。 

 

正答の条件 

a (1)において、本文にある記述からテーマを設定している部分があ

る。 

＋２点 

b (1)において、本文にある記述を発展させたものからテーマを設定

している部分がある。 

＋４点 

c (1)の解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

d (2)において、本文中にある書籍を一冊だけ挙げている。 ▼２点 

※ 条件 c、 d については、満たされていないときに減点する。 

 

正答の条件ｄ 書籍を一冊だけ挙げている 

以下の場合は、この正答の条件を満たさないので、２点の減点となる。 

[1] (2) が無答である。 

[2] (2) で本文に出てこない書籍を挙げている。 

[3] (2) で書籍を二冊以上挙げている。 

 

問 4(3) どのようなことが分かるか（計 12 点） 

正答の条件 

a 何について考えるのか（～について）が書かれている。 最大＋４点 

b 具体的な考察の方法、手立て、課題発見のためのものの見

方、考え方（～することで）が書かれている。 

最大＋４点 

c 予想される結論（～ことがわかる）が書かれている。 最大＋４点 

d 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 d については、満たされていないときに減点する。 

 

条件 a、 b、 c はそれぞれ、本文の記述の検証にとどまっている場合は＋２点とし、本文から広がって発展の見られ

る場合は＋４点とする。 

 

2.1.2 生徒の解答で見られた誤答の事例 

以下、小問ごとに、しばしば見られた誤答について紹介する。 

問 1 については、以下のような誤答が見受けられた。 

l 話を盛る姿勢について、単に「話を盛り上げる」といった形で、字面を見ただけで答えたような解答が

見られた。 

l 話を盛る姿勢と柳田の執筆を対照する際に、「理解のしやすさ」や「事実性」の点から対比する解答も

まま見られた。例えば、「話を盛る姿勢」について相手にとって「わかりやすく」、「理解しやすく」する姿

勢であると述べるものが多数あった。 
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l 条件 d を満たしている生徒は非常に少なかった。 

l また、柳田の姿勢が柳田自身の内心の欲求に忠実な点について触れていて、条件 e を満たしている

ように見えるものの、条件 d（柳田が何を書いたか）に触れていないために得点にならない解答もまま

見られた。例えば、「柳田の執筆に対する姿勢は、自分が見聞きしどう感じたかに関心がある」といった

内容の解答があった。 

 

問 2 については、200 人分の解答をランダムに抽出し、その選択肢の選択状況を調べた。結果は以下の通りである。 

 

選択肢番号 選択人数 選択比率 

1 9 4.5% 

2 24 12.0% 

3 12 6.0% 

4 9 4.5% 

5（正答） 144 72.0% 

無答 2 1.0% 

 

誤答としては肢 2 を選んでいるものがやや多いものの、他の肢を選んでいる生徒もそこそこいるという結果となった。 

 

問 3 については、以下のような誤答が見受けられた。 

l 聞き書きについて書くことが求められている問題でありながら、民俗学の特徴を書こうとしている答案が

まま見られた。 

l 条件 b を満たしている生徒に比べて、条件 a を満たしている生徒は少なかった。 

 

問 4(1)(2)については、以下のような誤答が見受けられた。 

l そもそも本文の主旨を理解していないために、本文に即した課題を設定することができなかった生徒

が非常に多かった。例えば、「(1) 原発とその被害者から分かる当時の過酷さと残った課題について 

(2) 闇に消される原発被曝者」のように本文の主旨とは関係なしに、書籍のタイトルから想像して課題

を設定するものが挙げられる。 

l このことと関連して、原発問題をテーマに設定する解答が非常に多数見受けられた。本文の「聞き書き」

の内容が難しいために、原発問題の方が「調べてみたい」テーマとして選びやすかったのかもしれな

い。 

 

問 4(3)については、以下のような誤答が見受けられた。 

l 設問の趣旨を理解できていない解答が多く見られた。調べた結果の予想ではなく、生徒による論評や

本文の要約などをそのまま書いており、自身が何を聞かれているかも分かっていない、分かっても何を

答えていいかが分からなかった生徒も多いのではと思われた。 

l 問１で挙げられていたせいか「話を盛る」姿勢について書こうとする解答も見受けられた。（この場合は、

書き方にもよるが、本文の内容には含まれていないゆえに得点が得られないことになる。） 
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2.1.3 生徒の解答を踏まえた設問・採点基準の問題点と改善提案 

本問題を採点した印象からすると、全体的に採点基準が厳しいように思われた。採点作業の観点からは、判断の難

しい基準が多く、人によってブレが大きくなりそうな印象があった。今回は規模も小さく、意思を統一して実施することが

可能であったが、これが大規模採点になり多人数が採点をすると統一的な採点をするのは相当な困難をともなうおそ

れがある。 

また、本問題は、往復書簡であるがゆえに多様な話題が盛り込まれ、様々な書籍名、人物名、学術用語等が解説な

しに出てくる。そのため、読解力や語彙力といった国語力以前に、それら関連の知識を有するか否かが、ある程度有利

不利に働いてしまいそうな題材でもある。このため、もし教養として国語に関連する知識として知っているかを問う意図

であれば、問題として出す意義はある。しかし、もし狭い意味での読解力を測ることを目的とするのであれば、注釈を適

宜載せることを考えた方が良いと思われる。 

問 4 に関しては、本文に出てくるすべての書籍が選べるようになっているが、問題を修正するのであれば、『日本残

酷物語』のように大した情報が本文に出てこないものは選ばせないようにした方が良いと思われる。現状の採点基準で

は本文の内容を踏まえて書く必要があるが、『日本残酷物語』などは本文との関連が薄く、これを選んでしまうと得点を

得ることが難しくなってしまうためである。 

また、(3)の正答の条件 a が、(1)で求める内容と重複している。このため、現状では(1)と重複することを恐れて、(3)に

おいて何について考えるかを書かなくなるおそれがある。また、(3)の条件 a と c も重複しがちである。条件 c は予想され

る結論（～ことがわかる）であり、「どの程度わかるか」は問われておらず、また未来の予想ゆえに抽象的なものになるこ

とが予期される（そもそも分かる具体的内容が書けるなら事前に分かっていることであり調べる意味がない）。結果として

条件 a の分かること＝テーマ（何について考えるか）と重なる部分が大きくなってしまう。このため、条件 a の存否につい

ては検討を要するかもしれない。 
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2.2 或日の大石内蔵助 
2.2.1 今回の採点で使用した採点基準 

「或日の大石内蔵助」の配点は以下の通りである。 

問 1 5 点 

問 2  8 点 

問 3(1) 3 点 

問 3(2)  12 点 

問 4  12 点 

合計 40 点 

 

以上の問題のうち、記述式問題の採点で使用した採点基準を以下に引用する。なお、問 1 は選択式問題であるた

め、この基準には含めていない。 

 

問２ 「影法師」の意図（計 8 点） 

正答の条件 

a 内蔵助の心情に変化があることを指摘している。 ＋３点 

b 条件 a を満たした上で、変化前の内蔵助の心情として、幸福感を

指摘している。 

＋２点 

c 条件 a を満たした上で、変化後の内蔵助の心情として、負の感情

を指摘している。 

＋２点 

d 条件 a を満たした上で、（心情の変化の）予兆であるという効果を指

摘している。 

＋１点 

e 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 e については、満たされていないときに減点する。 

 

正答の条件ａ「内蔵助の心情の変化」 

心情の変化を示す方法としては、以下の 3 つのものが考えられる。 

[1] 心情が「変わる」ことを言う。 

○ 内蔵助の感情が変化する 

[2] 幸福感に関する心情が「失われる」ことを言う（基本的に条件ｂも同時に満たされる）。 

○ 内蔵助の満足感がなくなる 

[3] 負の感情が「生じる」ことを言う（基本的に条件ｃも同時に満たされる）。 

○ 内蔵助の心の中に暗い気持ちが生まれる 
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正答の条件ｂ「変化前の幸福感」 

心情を具体的に記さずに、感情を示す比喩表現・風景描写を書いている場合でも、幸福感に関するものであれば、

この条件を満たすものとする。 

○ 誇らかな満足の情 

○ 快い春の日の暖かさを味わう 

○ 曇りない心 

 

正答の条件ｃ「変化後の負の感情」 

正答の条件ｂと同様に、心情を具体的に記さずに、感情を示す比喩表現・風景描写を書いている場合でも、負の感

情に関するものであれば、この条件を満たすものとする。 

○ 不安感 

○ 内蔵助の心にかげを落とす 

○ 不吉さ 

○ よくないこと（が近づく） 

 

正答の条件ｄ「予兆」 

物語で「影法師」が出てくる時点では、内蔵助の心情の変化はまだはじまっていない。つまり、「影法師」という表現は、

あくまでもこの時点から先のところでの心情変化を予兆しているにすぎない。よって、予兆である旨を記すことが正答の

条件になる。 

「予兆」を表す表現としては、「予感させる」、「ほのめかす」、「暗示する」などが考えられる。ただし、これらの表現が

使われていても本文の内容に合わないものについては、この条件を満たさないものとする。 

 

○ 内蔵助の心情変化を暗示する 

○ 内蔵助の心情が変わることを暗示する 

× 内蔵助の心情が変わったことを暗示する 

〔この書き方では、「影法師」の時点ですでに変化があったことになり、先のところでの心情変化

を予兆することにならない。〕 

 

問 3(1) 「風馬牛」の意味（計 3 点） 

以下の要領で点数を与える。 

「無関係」またはその同義語のみを記している。 ３点 

「無関心」またはその同義語のみを記している。 ２点 

その他（「頑固」、「決意が固い」など） ０点 

 

複数の意味を書いた場合の取り扱い 

「無関係」と「無関心」の両方を描いている場合は２点とする。 

「無関係」または「無関心」と書いてあっても、その他の意味も記している場合は、０点とする。 

 

Ø 無関係、頑固 → ０点 

Ø 無関心、決意が固い → ０点 
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Ø 無関係、無関心 → ２点 

Ø 無関係、無関心、頑固 → ０点 

 

問 3(2) 「風馬牛」の意味（計 12 点） 

(1) で誤答であった場合、(2) は０点とする。 

(1) で３点・２点であった場合、または無答であった場合は、以下の正答の条件に基づいて採点する。 

 

正答の条件 

a 本文（或日の大石内蔵助）について触れている。 ＋２点 

b 条件 a を満たした上で、「風馬牛」が「無関係／無関心」という意味

になることについて、本文に基づく具体例を引いている。 

＋４点 

（＋３点） 

c 使用例（花火）について触れている。 ＋２点 

d 条件 c を満たした上で、「風馬牛」が「無関係／無関心」という意味

になることについて、使用例に基づく具体例を引いている。 

＋４点 

e 文末が「……ため。」・「……から。」のように理由を導く表現になっ

ている。 

▼１点 

f 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 b については、特定の場合は＋３点にとどめる。 

※ 条件 e、 f については、満たされていないときに減点する。 

 

正答の条件ｂ「或日の大石内蔵助」での具体例 

正答の条件ｂにおける本文（或日の大石内蔵助）での具体例とは、〈仇討の流行〉と〈内蔵助〉に関係がないことを指

す。これが指摘できていれば、４点を加える。ただし、〈仇討の流行〉の部分で〈流行〉に踏み込むことができていなけれ

ば、３点を加えるにとどめる。 

○ 仇討の流行が内蔵助の良心に関係がない 

○ 内蔵助は仇討の流行と関係がない 

〔内蔵助の〈良心〉に触れる必要はない〕 

○ 内蔵助は仇討の流行に無関心である 

〔関心がないことの指摘は、関係がないことの指摘と同じとみなす〕 

○ 自分たちのせいで仇討が流行しているのも特に気にしない 

〔明確に「内蔵助」と言っていないが、「自分たち」という言葉で内蔵助に触れていることがわか

る〕 

○ 江戸での仇討は内蔵助の興味の外にある 

〔「流行」とは言っていないが、「江戸での」という言葉から、仇討の〈流行〉に触れられていること

がわかる〕 

○ 内蔵助は仇討ちの行為全てに責任を持つ気でいたわけではない。 

〔「関係がない」という言葉がなかったとしても、それと同じような意味づけであれば問題はない〕 

△ 仇討は内蔵助と関わりがない 

〔〈流行〉に触れていない〕 
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× 内蔵助の良心とは関係がない 

〔〈仇討の流行〉に触れていない〕 

× 江戸の様子と内蔵助の良心とは関わりがない 

× 仇討の流行は内蔵助に影響を及ぼさなかった 

〔必要な要素は含められているが、文章の趣旨に合致しない誤読を思わせる答案である〕 

 

正答の条件ｄ「花火」での具体例 

正答の条件ｄにおける使用例（花火）での具体例とは、〈母の説服〉と〈勝治の行動〉に関係がないことを指す。 

○ 母の説服がまったく勝治の行動を変えなかった 

○ 母の説服を勝治は無視している 

× 母と勝治は関係がない 

〔さすがに別の意味になってしまっている〕 

× 母の説服が関わりない 

〔勝治の行動に触れていない〕 

× チベットと満州は関係ない 

 

問 4 大石内蔵助の呼称（計 12 点） 

正答の条件その１とその２の両方に当てはまりうる場合は、総得点が高くなる方を採用する。 

 

正答の条件その１ 

a 内蔵助の呼称が、内蔵助と読者との距離感を反映していることを指

摘している。 

＋６点 

b 条件 a を満たした上で、本文において（藤左衛門の登場の時点ま

では）距離が近づいていることを指摘している。 

＋３点 

c 条件 a を満たした上で、本文において（藤左衛門の登場の時点か

らは）距離が遠ざかっていることを指摘している。 

＋３点 

d 文末が「効果」につながる表現になっている。 ▼１点 

e 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 d、 e については、満たされていないときに減点する。 

 

正答の条件その２ 

a 内蔵助の呼称が、内蔵助の心情変化を反映していることを指摘し

ている。 

＋６点 

b 条件 a を満たした上で、変化前の心情を具体的に指摘している。 ＋３点 

c 条件 a を満たした上で、変化後の心情を具体的に指摘している。 ＋３点 

d 文末が「効果」につながる表現になっている。 ▼１点 

e 解答が指定字数を超えていない。 ▼１点 

※ 条件 d、 e については、満たされていないときに減点する。 
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正答の条件その１の a 内蔵助と読者との距離感 

この条件を満たすには、読者（読み手）との距離感であることを理解していることを示している必要がある。また、距離

感を示す際には「距離」、「近さ」、「遠さ」というという言葉を用いるだけでなく、「親近感を持っていく」、「内蔵助の様子

に肉薄する」といった表現を用いても良い。 

 

○ 読者と主人公の距離を近くしたり、遠くしたりすることによって、主人公に気持ちをよりそいやすく

して、感情移入がしやすくなるというような（効果） 

○ 大石の呼称を変えることで読者と大石との心理的距離を変え、それに伴って、読者に大石が感

じている仇討ちの満足さの変化を想像させやすくする（効果） 

 

内蔵助と作者（語り手）との距離感、あるいは内蔵助と他の登場人物間の距離感を言っている解答はこの条件を満た

していない。 

 

× 最初は語り手は、大石内蔵助を客観的にみていたが、その後、親密な関係になり、意見が一致

していたが、だんだんと浅い関係になるという関係の変化を伝える（効果） 

× 大石内蔵助を場合に応じて呼び方を変えることにより、他の登場人物と大石内蔵助の関係性を

読者に分かりやすく伝えることができ、本文に対する読者の理解が深まるという（効果） 

 

正答の条件その１のｂ、ｃ 距離の近づき・遠ざかり 

これらの条件は、距離感の変化をその変化の方向性をともなって記述していれば満たされる。また、近づくことにつ

いては、単に近づいていると指摘するだけでなく、具体的に近づいている様子を記しても良い。遠ざかることについても

同様。 

 

正答の条件その２のａ、ｂ、ｃ 内蔵助の心情変化 

これらの条件は基本的に問２の正答の条件ａ、ｂ、ｃと同じである。なお、問２と違って「予兆」の有無は問わない。 

 

正答の条件ｄ 文末表現 

解答の最後に句点を付けていたとしても、その句点を外して「効果」につながるようであれば減点はしない。 

また、解答の最後を「効果（。）」としている場合も減点はしない。 

なお、書きかけであれば、この条件を満たさずに減点の対象になることがほとんどであると思われる（たまたま「効果」

につながるような形で書きかけになった場合は減点の対象にはならない）。 

 

  



 

 16 

2.2.2 生徒の解答で見られた誤答の事例 

以下、小問ごとに、しばしば見られた誤答について紹介する。 

問 1 については、200 人分の解答をランダムに抽出し、その選択肢の選択状況を調べた。結果は以下の通りである。 

 

選択肢番号 選択人数 選択比率 

1（正答） 102 51.0% 

2 13 6.5% 

3 7 3.5% 

4 73 36.5% 

5 2 1.0% 

無答 3 1.5% 

 

誤答の生徒は、肢 4 を選んでいるものが非常に多く、他の肢を選んでいる生徒はあまりいない結果となった。 

 

問 2 については、以下のような誤答が見受けられた。 

l 大石の負の感情について、「後ろめたさ」と述べている例がまま見られた。例えば、「大石が復讐を終

え満足して暮らしているうちに後ろめたさが残っていることを表すため」としている解答があった。 

l また、物語における比喩的な意味を説明するのではなく、影法師について日の光が人に当たって影

ができたという形で、物理的な説明をする解答もまま見られた。 

l 忠臣蔵のストーリーをよく知らないためか、登場人物の関係について誤解しているように見受けられる

解答もしばしばあった。例えば、藤左衛門が吉良の刺客であるといった誤解をしているようなものもあ

った。 

 

問 3 については、以下のような誤答が見受けられた。 

l (1) においては、「頑固である」、「信念を曲げない」といった解答がしばしば見られた。これはおそらく

「或日の大石内蔵助」の本文をあまり顧慮することなく、「花火」での使用例に引きずられた解答である

と思われる。また、「無関心。無関係。」や「無関係であること。聞く耳を持たないこと。」のように複数の

意味を解答する生徒が多く見られた。 

l (2) の説明にあたっては、「或日の大石内蔵助」と「花火」の中での用例の内容について触れずに、(i) 

「風馬牛」という字面から想像して答えようとしているもの（「風馬牛の字から、風に吹かれても動じない

馬と牛の様子を表している」など）、(ii) 用例の前後の語句に着目して文法的に説明しようとしているも

の（「用例で使われている風馬牛の上の節は逆接を導くので風馬牛は上の節を否定する語になること

がわかる。また本文中のその語の後にしかしという接続語があることからもわかる」など）がまま見られた。 

 

問 4 については、以下のような誤答が見受けられた。 

l そもそも何を書けば良いのかわかっておらず、作問者の意図とは違ったタイプの答案を書く生徒が多

数見られた。 

l 典型的な誤答としては、それまでの会話の要約をしてくるものが挙げられる。 
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2.2.3 生徒の解答を踏まえた設問・採点基準の問題点と改善提案 

本問題に関しても、「あなたへ 往復書簡」と同様に、全体的に判断の難しい基準が多く、人によってブレが大きくなり

そうな印象があった。大規模な採点で多人数が関わる場合は、統一的な採点が相当困難になるおそれがある。 

問 1 については、肢 2、3、5 があまり選ばれていない。これらの選択肢は生徒にとって誤答であることがあまりに明白

である可能性があり、あえてそのように作ったのでなければ、もっと生徒が選びたくなるように改善する必要があると思わ

れる。 

問(2)は、完全正答するために本文冒頭の「内蔵助の満足」、本文終わりの「（心の満足への）妙な曇り」という流れを

理解する必要がある。その上で 40 字という厳しい字数制限、「作者の意図を推測せよ」という問い方であることを考慮す

ると、記述一問目にしては難易度が高すぎるように感じる。そもそもの本文が高校生には読解しにくい文章であることを

考えると、問の構成で生徒を導くような設計が必要ではないかと考えられる。 

先に触れたように、問 3(1)においては、複数の意味を解答する生徒がいた。設問を「『風馬牛』の意味を一つ答えよ。」

とすることで多少ではあるが改善が見こめるのではないかと考えられる。あるいは、解答欄のサイズを小さくすることでも

効果が見込めるであろう。また、「花火」の例を挙げるにあたって、「勝治は風馬牛である」で終わっているために、結局

勝治がどうなったのかが確実に判断しきれない面があると思われる。その後の「僕はなんでもチベットへ行くのだ」という

部分まで引用した方が良いのではないかと考えられる。 

問 3(2)については、設問が「なぜそのように考えたか」となっており、どう答えればよいかが分かりにくいとことがある。

重複感はあるものの、「なぜそのように考えたか。本文と使用例での言葉の使われ方をふまえて八十字以内で説明せ

よ。」などとした方が生徒を求める解答に導けるのではないかと思われる。また、本問には 12 点が割り振られているが、

本文の文脈とは直接は関係のない問題であり、いささか配点が大きいのではないかと考えられる。 

問 4 については、先に述べたようにそもそも何を書けば良いのか生徒が理解できていない傾向が見られる。設問文

でより具体的に指示をした方が良いのではないかと考えられる。 



・ 



5 H28 試験問題（国語）（数学）についてのアンケート 
  



・ 



（6）第1問～第4問を解答する上で、次の資質・能力は必要だと思いますか。必要だと思う場合は、例のように○を

付けてください。必要だと思わない場合は何も付けないでください。

資質・能力（例）
第1問

語彙

第2問

説明文

第3問

統計資料

第4問

小説

（例1）情報を調べる力 ○ 〇

（例2）芸術を鑑賞する力

資質・能力
第1問

語彙

第2問

説明文

第3問

統計資料

第4問

小説

言葉の働きや役割に関する理解

言葉の特徴や決まりに関する理解

言葉の使い方に関する理解

言語文化に関する理解

一般常識や社会規範

情報を様々な見方でよく調べ、まとめる力

自分の文の構成や表現形式を振り返り評価する力

言葉によって感じたり想像したりする力

イメージを言葉にする力

言葉を通じて伝える力

考えを形成し深める力

自分の感情をコントロールして学びに向かう態度

歴史の中で創造され継承されてきた言語文化の担い手としての自覚

粘り強く、柔軟に考え考察を深めていく態度

多様な考えを生かし、問題解決する態度

読解力

要約力

表現力

コミュニケーション力

統計的思考力

論理的思考力

図やグラフを描いたり読んだりする力

（7）出題された問題についての意見や感想があれば書いてください。

（8）このアンケートにかかった時間（分）を教えてください。 おおよそ（ ）分

第2問と第3問に必要だと思ったら、両方に○を付ける

どれにも必要ないと思ったら、○は付けない

ご協力ありがとうございました

試験問題(国語)についてのアンケート 

（1）全体としての解答時間（80分）はどうでしたか。あてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

1
短い

2
やや短い

3
ちょうどよい

4
やや長い

5
長い

（2）第1問～第4問のうち、全く同じ問題(類似の問題は含めません)を解いたことがありますか。 

解いたことがあるものすべてに〇を付けてください。 

第1問 語彙問題 第2問 説明文問題 第3問 統計資料問題 第4問 小説問題 

（3）第1問～第4問の難易度についてどう感じましたか。あてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

また、各大問を解くのにかかったおおよその時間を記入してください。なお、手をつけなかった場合は０分 

としてください。 

大問 
手をつけ

なかった 
易しい 

やや 

易しい 
普通 

やや 

難しい 
難しい 解くのにかかった時間 

第1問 語彙 0 1 2 3 4 5 分 

第2問 説明文 0 1 2 3 4 5 分 

第3問 統計資料 0 1 2 3 4 5 分 

第4問 小説 0 1 2 3 4 5 分 

（4）第2問～第4問で、解答を最後まで書かなかった問題（小問）はありましたか。 

（  １ はい   ２ いいえ  ）

解答を最後まで書かなかった問題（小問）について、あてはまる理由にひとつだけ○を付けてください。 

大問 小問
時間が 

なかった 

わからな 

かった 

解く気が 

しなかった 

気付か 

なかった 
その他 

第2問 説明文

問１ 1 2 3 4 （   ）

問２ 1 2 3 4 （   ）

問３ 1 2 3 4 （   ）

問４ 1 2 3 4 （   ）

問５ 1 2 3 4 （   ）

問６ 1 2 3 4 （   ）

第3問 統計資料
問１ 1 2 3 4 （   ）

問２ 1 2 3 4 （   ）

第4問 小説

問１ 1 2 3 4 （   ）

問２ 1 2 3 4 （   ）

問３ 1 2 3 4 （   ）

問４ 1 2 3 4 （   ）

問５ 1 2 3 4 （   ）

学校コード クラス 出席番号 性別 文・理（予定も含む） 

男・女 文系・理系・その他 

※答案と同じ４桁で記入 ※あてはまるものに○を付ける

裏面につづきます



（5-1）第1問（語彙問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

記入例を参考にして（以下同）、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

(記入例)「難しい-易しい」で「やや難しい問題」と感じたら、「-1」に○を付ける 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

難しい -2 -1 0 +1 +2 易しい 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

（5-2）第2問（説明文問題 題材：岩井克人「資本主義と『人間』」）について、あなたはどのような印象を 

持ちましたか。（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

 



（5-1）第1問（語彙問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

記入例を参考にして（以下同）、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

(記入例)「難しい-易しい」で「やや難しい問題」と感じたら、「-1」に○を付ける 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

難しい -2 -1 0 +1 +2 易しい 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

（5-2）第2問（説明文問題 題材：岩井克人「資本主義と『人間』」）について、あなたはどのような印象を 

持ちましたか。（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

 

（5-3）第3問（統計資料問題 題材：警視庁事故統計資料を基に作成）について、あなたはどのような印象を 

持ちましたか。（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 
 
（5-4）第4問（小説問題 題材：小川洋子「キリコさんの失敗」）について、あなたはどのような印象を 

持ちましたか。（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 
 
 
  

裏面につづきます 



（6）第1問～第4問を解答する上で、次の資質・能力は必要だと思いますか。必要だと思う場合は、例のように○を 

付けてください。必要だと思わない場合は何も付けないでください。 

 

資質・能力（例） 第1問 
語彙 

第2問 
説明文 

第3問 
統計資料 

第4問 
小説 

（例1）情報を調べる力   ○ 〇  
（例2）芸術を鑑賞する力     

資質・能力 第1問 
語彙 

第2問 
説明文 

第3問 
統計資料 

第4問 
小説 

言葉の働きや役割に関する理解     

言葉の特徴や決まりに関する理解     

言葉の使い方に関する理解     

言語文化に関する理解     

一般常識や社会規範     

情報を様々な見方でよく調べ、まとめる力     

自分の文の構成や表現形式を振り返り評価する力     

言葉によって感じたり想像したりする力     

イメージを言葉にする力     

言葉を通じて伝える力     

考えを形成し深める力     

自分の感情をコントロールして学びに向かう態度     

歴史の中で創造され継承されてきた言語文化の担い手としての自覚     

粘り強く、柔軟に考え考察を深めていく態度     

多様な考えを生かし、問題解決する態度     

読解力     

要約力     

表現力     

コミュニケーション力     

統計的思考力     

論理的思考力     

図やグラフを描いたり読んだりする力     
 

（7）出題された問題についての意見や感想があれば書いてください。 

                                 

                                 

                                 
 
 
（8）このアンケートにかかった時間（分）を教えてください。 おおよそ（      ）分 

 

第2問と第3問に必要だと思ったら、両方に○を付ける 

どれにも必要ないと思ったら、○は付けない 

ご協力ありがとうございました 



（6）□1 ～□3 を解答する上で、次の資質・能力は必要だと思いますか。必要だと思う場合は、例のように○を

付けてください。必要だと思わない場合は何も付けないでください。

資質・能力（例） □1
ﾏｰｸｼｰﾄ

□2
最小値

□3
ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ

（例1）情報を調べる力 ○ 〇

（例2）芸術を鑑賞する力

資質・能力 □1
ﾏｰｸｼｰﾄ

□2
最小値

□3
ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ

数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解

言葉の働きや役割に関する理解

言葉の特徴や決まりに関する理解

言葉の使い方に関する理解

言語文化に関する理解

一般常識や社会規範

情報を様々な見方でよく調べ、まとめる力

自分の文の構成や表現形式を振り返り評価する力

言葉や数式によって感じたり想像したりする力

イメージを言葉や数式にする力

言葉や数式を通じて伝える力

考えを形成し深める力

自分の感情をコントロールして学びに向かう態度

歴史の中で創造され継承されてきた言語文化の担い手としての自覚

粘り強く、柔軟に考え考察を深めていく態度

多様な考えを生かし、問題解決する態度

読解力

要約力

表現力

コミュニケーション力

統計的思考力

論理的思考力

図やグラフを描いたり読んだりする力

（7）出題された問題についての意見や感想があれば書いてください。

（8）このアンケートにかかった時間（分）を教えてください。 おおよそ（ ）分

□1 と□2 に必要だと思ったら、両方に○を付ける

ご協力ありがとうございました

どれにも必要ないと思ったら、○は付けない

試験問題(数学)についてのアンケート 

（1）全体としての解答時間（80分）はどうでしたか。あてはまる番号にひとつだけ○を付けてください 

1
短い

2
やや短い

3
ちょうどよい

4
やや長い

5
長い

（2）□1 ～□3 の大問のうち、全く同じ問題(類似の問題は含めません)を解いたことがありますか。

解いたことがあるものすべてに〇を付けてください。 

□1 マークシート問題 □2 最小値問題 □3 スーパームーン問題 

（3）□1 ～□3 の各大問の難易度についてどう感じましたか。あてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。

また、各大問を解くのにかかったおおよその時間を記入してください。なお、手をつけなかった場合は０分

としてください。 

大問 
手をつけな

かった 
易しい 

やや 

易しい 
普通 

やや 

難しい 
難しい 解くのにかかった時間 

□1 ﾏｰｸｼｰﾄ 0 1 2 3 4 5 分 

□2 最小値 0 1 2 3 4 5 分 

□3 ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ 0 1 2 3 4 5 分 

（4）□1 ～□3 で、解答を最後まで書かなかった問題（小問）はありましたか。

（  １ はい   ２ いいえ  ）

解答を最後まで書かなかった問題（小問）について、あてはまる理由にひとつだけ○を付けてください。 

大問 小問
時間が 

なかった 

わからな 

かった 

解く気が 

しなかった 

気付か 

なかった 
その他 

□1 ﾏｰｸｼｰﾄ 
(1) 1 2 3 4 （   ）

(2) 1 2 3 4 （   ）

□2 最小値 
(1) 1 2 3 4 （   ）

(2) 1 2 3 4 （   ）

□3 ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ

(1) 1 2 3 4 （   ）

(2) 1 2 3 4 （   ）

(3) 1 2 3 4 （   ）

学校コード クラス 出席番号 性別 文・理（予定も含む） 

男・女 文系・理系・その他 

※答案と同じ４桁で記入 ※あてはまるものに○を付ける

裏面につづきます



（5-1）□1 （マークシート問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

記入例を参考にして（以下同）、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

(記入例)「難しい-易しい」で「やや難しい問題」と感じたら、「-1」に○を付ける 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

難しい -2 -1 0 +1 +2 易しい 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

（5-2）□2 （最小値問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

  



（5-1）□1 （マークシート問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

記入例を参考にして（以下同）、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 

(記入例)「難しい-易しい」で「やや難しい問題」と感じたら、「-1」に○を付ける 

 ひじょうに やや 
どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

難しい -2 -1 0 +1 +2 易しい 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

（5-2）□2 （最小値問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

  

（5-3）□3 （スーパームーン問題）について、あなたはどのような印象を持ちましたか。 

（5-1）と同様に、各行ごとにあてはまる番号にひとつだけ○を付けてください。 

 
 ひじょうに やや 

どちらともい

えない 
やや ひじょうに 

 

つまらない -2 -1 0 +1 +2 おもしろい 

嫌いな -2 -1 0 +1 +2 好きな 

ふざけた -2 -1 0 +1 +2 まじめな 

古い -2 -1 0 +1 +2 新しい 

奇抜な -2 -1 0 +1 +2 典型的な 

意地悪な -2 -1 0 +1 +2 素直な 

むりそうな -2 -1 0 +1 +2 できそうな 

解きたくない -2 -1 0 +1 +2 解きたい 

下品な -2 -1 0 +1 +2 上品な 

役に立たない -2 -1 0 +1 +2 役に立つ 

実力がわからない -2 -1 0 +1 +2 実力がわかる 

無意味な -2 -1 0 +1 +2 有意義な 

 

 

 

裏面につづきます 



（6）□1 ～□3 を解答する上で、次の資質・能力は必要だと思いますか。必要だと思う場合は、例のように○を 

付けてください。必要だと思わない場合は何も付けないでください。 
 

資質・能力（例） □1  
ﾏｰｸｼｰﾄ 

□2  
最小値 

□3  
ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ 

（例1）情報を調べる力  ○ 〇  
（例2）芸術を鑑賞する力    

資質・能力 □1  
ﾏｰｸｼｰﾄ 

□2  
最小値 

□3  
ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ 

数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解    

言葉の働きや役割に関する理解    

言葉の特徴や決まりに関する理解    

言葉の使い方に関する理解    

言語文化に関する理解    

一般常識や社会規範    

情報を様々な見方でよく調べ、まとめる力    

自分の文の構成や表現形式を振り返り評価する力    

言葉や数式によって感じたり想像したりする力    

イメージを言葉や数式にする力    

言葉や数式を通じて伝える力    

考えを形成し深める力    

自分の感情をコントロールして学びに向かう態度    

歴史の中で創造され継承されてきた言語文化の担い手としての自覚    

粘り強く、柔軟に考え考察を深めていく態度    

多様な考えを生かし、問題解決する態度    

読解力    

要約力    

表現力    

コミュニケーション力    

統計的思考力    

論理的思考力    

図やグラフを描いたり読んだりする力    
 

（7）出題された問題についての意見や感想があれば書いてください。 

                                 

                                 

                                 
 
（8）このアンケートにかかった時間（分）を教えてください。 おおよそ（      ）分 

□1 と□2 に必要だと思ったら、両方に○を付ける 

ご協力ありがとうございました 

どれにも必要ないと思ったら、○は付けない 
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